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 eq \o\ac(□,1)　クリティカル・シンキングって何？
	 eq \o\ac(□,2)　思い込みは禁物！冷静に分析しよう。

	
	 eq \o\ac(□,3)　なぜそう思ったの？
	 eq \o\ac(□,4)　事実かな？話して確かめよう。


	[image: image5.png]


ねらい
[image: image6.png]Z-xrn SQ ELsL-EE D e PhmEe





展開
	１．物事をいろいろな角度から思考するための３つのステップを学ばせる。
２．自分の感情を引き起こしているあらゆる物事を見つめ、「事実」と「思い込み･推測」に
分類できるようにさせる。
３．私たちの思考では、事実より思い込みや推測の方が多いことに気付かせる。

	活動項目
(所要時間)
	
	活動内容

	準備物

	1．導入 (5)
	
	復習：第1セッションキーワード等
○中１の目標：「クリティカル・シンキングができるようになろう！」
○ライオン、キツネ、ヤギの思考の共通点は？
：「思い込みや推測で行動している」

○フクロウ思考の特徴は？：「事実を探し出そうとする」
導入：本時から、フクロウが行っているクリティカル･シンキングを、
詳しく学習する。
	

	2．目標や流れの説明(1)
	
	テーマ：「思いこみは禁物！冷静に分析しよう」
目標：物事を「事実」と「思い込み・推測」に分けられるようになろう！
	

	3． ｸﾘﾃｨｶﾙ･
ｼﾝｷﾝｸﾞの3つ

のｽﾃｯﾌﾟを
知ろう(5) 
	
	・クリティカル・シンキングをするときの心構えを知る。
⇒「ストップ＆シンク！」（立ち止まって、考えよう！）
・クリティカル・シンキングのステップ1，2をさらりと知らせ、本時はステップ3を練習することを伝える。
クリティカル･シンキングの３つのステップ
ステップ1 行動する前に、自分はどんな感情か考える
ステップ2 その感情は、どんなことによって起こったかを考える
ステップ3 そのことを、「事実」と「思い込み･推測」に分ける

	

	4．活動 (31)
出来事を
分けてみよう
	
	・前回の授業にも出てきた
題材を確認。
· ｽﾃｯﾌﾟ１と2を指導者が提示。
ステップ1「感情」は？⇒「怒り」「悲しみ」「驚き」「不安」
ステップ2「どんなこと」？
1 Ａ君が、Ｂ君にばらした。
2 Ｂ君が、自分の数学の点数が悪いことを知っている。
3 みんなに馬鹿にされる。
4 Ａ君は、自分との約束を破った。
5 みんなが、自分の数学の点数が悪いことを知っている。
6 自分は、Ａ君に数学のテストが悪かったことについて話した。
7 Ａ君は、自分のことを嫌っている。
8 Ｂ君が、自分に「テストの点数が悪かったんでしょ」と言ってきた。

	

	
	
	・ステップ3のルールを知る。

１）｢事実箱｣には、

事実EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(・・),だけ)を入れることが
できる。
２）事実以外はすべて、｢思い込み・推測箱｣に入れる。
思い込み･推測とは、

証拠ははっきりしない

けれど「きっとこうじゃ

ないかな？」と自分が
信じていること。

・①～⑧のことは、事実か思い込み・推測か？
3分間、まずは1人で考えてみよう。
· 今度はグループで話し合って考えてみよう。
＊話し合うときは、結論だけ言うのではなく、なぜそう思うのか理由も言い、他の人に意見も求めるように（小6のピアの応用）。
・全体シェアリング（①~順に事実か思い込み推測か、確認していく）
	

	
	
	全体シェアリング・コツ　②はクラスの中で意見が分かれているはずである（活動中に机間巡視し、分かれるように声かけする）。②については、それぞれの意見を発表させ、議論させる。
1） まず「事実」に入れた生徒を指名し、その理由を尋ねる。
2） 次に「思い込み・推測」に入れた生徒を指名し、理由を尋ねる。
3） 『「事実」には誰が見ても本当だと言えることしか入ることができず、それ以外は全て「思い込み・推測」に入る』という前提条件を、もう一度確認する。
4） Ｂ君は、自分のテストの点を「知っている」かもしれないが、「あてずっぽうで言っただけ、あるいはみんなにそう言っている」という可能性もある。「かもしれないこと」は「推測」である。

5） さらに、②に関連して⑧を取り上げ、比べさせるとわかりやすくなる。

· 「事実」と「思い込み・推測」を正しく区別できるようになれば、トラブルを未然に防ぐことが可能かもしれない。
	

	
	
	（課題の正解　事実：②⑧　思い込み・推測：①③④⑤⑥⑦）
	

	5．まとめ(3)
	
	・ステップ３のキーワードを確認。⇒「事実」「思い込み・推測」
	

	6．振り返り用紙記入(5)
	
	・各自で本時を振り返り、振り返り用紙を記入する。
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思い込み・推測箱


・人から聞いただけの話。うわさ。


・目には見えないもの。　・自分だけが感じている感情。


・もしかしたら事実かもしれないが、よく考えてみると、その人が頭の中で考えただけのこと。


・事実以外のもの、ことは全て。











事実箱


・多くの人が自分の目で見て、本当だと確認できること。


・誰でも外から観察できること。


・自分の判断が入っていないこと。
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